
尾道市立三幸小学校

改善計画

7月 1月

〇授業改善
・学び合いが活性化する指導
低学年：ペア交流（伝え合い）
中学年：グループ交流（質問
力）
高学年：アクティブ交流（応答
力）

◯標準学力調査の思考
力・表現力を問う問題
で全国平均＋５ポイン
ト以上
（１・２学期は，学期
末テスト）

80 85

１学期末テスト国語科は全校平均が８１．５点で算数科
が８８．７点であった。２教科の平均点が８５．１点
で，辛うじて目標値は達成できているが，学年間のばら
つきや格差が生じている。取り分け，国語科の言語面の
課題が大きい。単元末テストでは，書けた漢字も１月以
上期間を空けてテストを実施すると書けない児童がい
る。漢字指導を文字指導だけでなく，語彙を増やす，豊
かにする指導へと変えていく必要がある。
また，１学期十分保障出来なかった交流場面の設定を考
え，明確に伝える力を付けたい。

○学びに向かう意識の向上
・振り返りの徹底と充実
・主体性，表現力，協働性にか
かるルーブリックによる評価

◯視点に沿った振り返
りができている児童８
０％以上
（教師アンケート）

80 87

授業の振り返りの観点を低中高学年用に作成し,児
童ひとりひとりにカードを持たせている。昨年度
から継続して取り組んでいるので，児童も振り返
りの視点をもとに記述する様子が見られる。また,
定期的にノート交流を行うことで，学年の系統性
が分かり，他学年の取組状況を確認することがで
きている。また，算数掲示版に各学年のノートを
掲示することで，どのようなノートを目指すのか
視覚的に理解でき，児童のやる気にもつながって
いる。

◯カリキュラムマップ
の作成と活用
月１回以上の実施
（教師アンケート）

100 100

◯教科横断を意識した
授業についての意識調
査
児童８０％以上
（児童アンケート）

80 82

〇組織の決め事を取組の差なく
実践
・統一感・一体感のある組織体
制の確立

「安心して学校に通わ
せている」と肯定的評
価をする保護者９０％
以上（保護者アンケー
ト）

90 96

〇業務改善の推進による子供と
向き合う時間の確保
・月１回は業務改善の知恵提
案・実施（働き方改革への意識
改革）

時間外在校等時間の減
少

100 36

　

C

コロナウイルス感染症拡大防止
対策で意見交流の場や協働の場
の設定が困難な状況だが,オープ
ンスペースを活かして三幸小ら
しい学びの活性化を図ってくだ
さい。
振り返り達成値８７％はすばら
しい。
ルーブリック評価はレベルごと
に目標ゴールが明確に示され，
児童の意欲が高まっています。

各学年のカリキュラムマップに
赤線で他教科とのつながりが示
され理解しやすい。「学びをつ
なぎ，自ら探究しようとする
姿」は臨時休業中でも伸長され,
「マイチャレンジ」として積極
的な取組になっていた。
今後も一人ひとりの自己肯定感
が高まるカリキュラムの実践を
期待します。

学校に対する保護者の肯定的評
価９６％は先生方の丁寧な取組
の成果です。不安の多い時期で
すが,引き続き細やかな連携を望
みます。
業務改善においては，加配の先
生方と協力・業務改善の知恵を
出し合い､健康的な日々の活動と
なるよう在校時間減少に努めて
ください。
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3
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年度始めに,各学年でカリキュラム・マネジ
メントの予定表を作成し，それをもとに授業
実践を行っている。予定表を作成すること
で,予め授業準備ができ,児童にも分かりやす
く伝えることができている。
今年度は，「学びをつなぐコーナー」を各教
室に掲示し，学校全体で統一した取組をして
いる。異学年交流をすることで,教科横断的
なカリキュラムについて教師も児童も理解を
深めている。

業務改善の知恵袋の研修を月１回実施し，教
職員から出た意見を取り入れながら,業務改
善を行うことで，子供と向き合う時間を確保
している。
保護者アンケートで「安心して児童を学校に
通わせている」の項目において９６％の家庭
に肯定的評価していただいた。
また,今年度はコロナウイルス感染症拡大防
止のため，臨時休業もあり,保護者の方の不
安や心の底の部分の思いもしっかりと受け止
めていく。時間外在校時間については，教職
員ひとりひとりが目標時間を設定したが,達
成できた教職員は３６％であった。時間設定
の時間の在り方や評価方法を見直す必要があ
る。
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社会に出て活
躍するために
必要な資質・
能力の育成

「主体性」「表現力」
「協働性」の着実な向上
（自ら進んで学び豊かに
表現する姿）

カリキュラ
ム・マネジメ
ントの推進

○小中９年間の系統を踏
まえたカリマネの推進
（学びをつなぎ，自ら探
求しようとする姿）

〇教科横断的なカリキュラムの
実践

・言語能力，情報活用能力，問
題発見・解決能力を活用したカ
リキュラムの作成

危機意識を持ち,知恵を出
し合い，よりよいものを
求め続ける教職員

（よりよいものを求め続
ける教職員の姿）〈働き
方改革も含む〉

A

令和２年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

a 　ミッション

学びをつなぎ　豊かに表現し　よりよいものを　主体的・協働的に求め続ける 三幸っ子の育成     ～　日々のひたむきな教育活動を通して　～

組織的なカリキュラム・マネジメントの機能化による教育活動の充実 a 　ビジョン
・子供の夢や希望の実現に向け，ひたむきに取り組む学校
・日々の実践を丁寧に積み上げる学校

b 中期経営目標 e 評価指標 g
達成
値

g
達成
値

ロ

統一感・一体
感のある学校
体制づくり

c 短期経営目標
ハ

100

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正
でない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h

達

成

度
イ

100

A

l コメント

「学びをつなぐ」アン
ケートをもとに，異学年
交流をさせ，他学年の取
組から学ばせる機会を計
画的に設定する。
掲示板「学びをつなぐ」
コーナーを児童の言葉で
書かせたり，月ごとに振
り返ったりすることで，
より児童に意識させてい
く。
定期的に研修を行い，カ
リキュラム・マップの見
直しや各学級の取組を交
流していく。

HPや学級通信などを通
して，学校の様子を常に
発信していく。組織での
決め事を徹底させ，今ま
で以上に保護者に安心し
ていただけるよう教職員
の共有化を図っていく。
時間外在校時間の取組に
ついては，評価指標を自
己目標達成または前月よ
りも時間が減少した職員
の割合に変更して取り組
みを進めていく。

k 二次評価

d 目標達成のための方策 j 結果と課題の説明
i

評

価

f

目

標

値

言語学習の習得に向け
て，チャレンジタイムや
家庭学習などの取組を見
直していく。漢字の学習
を文字指導から語彙を増
やす指導へと切り替え，
授業内での言語学習を充
実させていく。
１学期に十分行えなかっ
た交流場面を充実させ，
友達の意見から，新たな
考えを発見したり，より
よいものを創り上げた
り，学びを広げ，深める
ものにしていく。

m 改善案

69

様式1


